
認知症介護指導者の活動に及び社会的地位向上に向けた調査 実施要項 

【皆様へのお願い】 

近年の調査において回収率が 3 割程度に留まっております。本調査は、認知症介護指導者の活動

や役割について、社会に知っていただくための貴重な資料になります。事業所内外を問わず、これま

で実践されてきた活動についてご回答いただければ幸いです。 

多忙なところ誠にお手数をおかけしますが、何とぞ協力の程 

宜しくお願い申し上げます。      

 

１ 調査の目的 

  調査は、認知症介護実践者等養成事業以外においても、様々な地域活動を行っている認知症介護指導

者の実態を明らかにして、今後の活動に生かすことを目的とします。 

 

２ 対象者 

  認知症介護研究・研修 3センター（高齢者痴呆介護研究・研修センター含む）において、認知症介護

指導者養成研修（痴呆介護指導者養成研修含む）を令和元年度までに修了した方を対象とします。 

 

３ 調査方法 

  調査は、令和 3年度(令和 3年 4月～令和 4年 3月)における地域活動について、Web上と自記式アン

ケート（郵送回収）で実施します。どちらか一方、回答しやすい方法を選択してください。 

   

４ 調査期間 

  令和４年 10月 31日（月） ～ 令和 4年 11月 18日（金） 

 

５ 個人情報とデータの取り扱い 

  アンケートは、調査後の個々の指導者のフォローアップのために記名式とします。収集した情報につ

いては、匿名化して処理します。取得した個人情報やデータは、研究目的以外には使用しません。また、

学会や研究会を通じて発表する場合であっても、個人が特定されることはありません。 

 

６ 調査への同意 

  調査協力への同意は、アンケートへの回答を以って得られたものとさせていただきます。 

 

７ 集計・分析 

  回答の集計・分析は、認知症介護研究・研修大府センターで実施します。 

 

８ 本事業に関して 

  令和 4年度の認知症介護研究・研修センター事業として実施します。 

  調査実施者 中村 考一 （認知症介護研究・研修東京センター 研修部長） 

        矢吹 知之 （認知症介護研究・研修仙台センター 研修部長）  

浅野 正嗣 （認知症介護研究・研修大府センター 研修部長） 

   

 【調査に関する問い合わせ先】 

  認知症介護研究・研修大府センター 研修部 山口 友佑 

  電話 0562-44-5551 FAX 0562-44-5831   

E-mail : yusuke.yama@dcnet.gr.jp 

令和 3 年度調査結果 
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